
目
次　
　
　
　

人
類
の
最
大
犯
罪
は
戦
争



12

第
一
話　

不
戦
の
た
め
の
発
言 

…
…
…
…
… 

17

序
言　

戦
死
者
の
声
の
代
弁
な
し
の
平
和
運
動
は
皆
ウ
ソ 

…
…
…
…
… 

19

一
、
い
ま
地
球
を
滅
ぼ
し
つ
つ
あ
る
も
の
は
何
か 

…
…
…
…
… 

22

そ
の
一　

刻
々
と
迫
る
核
戦
争
の
足
音 

…
…
…
…
… 

22

そ
の
二　

ま
た
高
ま
る
軍
拡
路
線
、
死
へ
の
足
音 

…
…
…
…
… 

26

二
、
戦
争
の
「
魔
性
」
性 

…
…
…
…
… 

34

そ
の
一　

人
心
に
刻
み
付
け
る
戦
争
の
罪
、
そ
れ
が
人
を
鬼
に
す
る 

…
…
…
…
… 

34

そ
の
二　

死
ん
で
も
消
え
な
い
怨
念
、
そ
れ
が
人
類
を
殺
す 

…
…
…
…
… 

38

三
、
近
代
科
学
の
「
魔
性
」
性 
…
…
…
…
… 

43

四
、
い
ま
、
地
球
を
救
う
こ
と
の
出
来
る
も
の
は
何
か 

…
…
…
…
… 

54



13 目次

第
二
話　

命
は
一
つ
き
り
の
も
の 

　
　
　
　
　
　
　

─
─
数
え
て
は
い
け
な
い 

…
…
…
…
… 

65

一
、
現
代
版
ノ
ア
の
方
舟 

…
…
…
…
… 

67

二
、  
三
発
目
の
原
爆
は
日
本
に
落
ち
る 

…
…
…
…
… 

70

三
、
神
風
は
吹
い
て
い
た 

…
…
…
…
… 

74

四
、
死
者
の
知
恵 
…
…
…
…
… 

85

五
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
絶
望 

…
…
…
…
… 

89

第
三
話　

人
間
よ
、
平
和
の
種
子
に
変
わ
ろ
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
不
戦
と
非
武
装
の
種
子
に 

…
…
…
…
… 

99

一
、
い
ま
平
和
問
題
に
無
関
心
な
親
は
子
供
殺
し
の
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
る 

…
…
…
…
… 

101



14

二
、「
反
核
・
軍
縮
」
平
和
運
動
は
な
ぜ
不
毛
か 

…
…
…
…
… 

113

第
四
話　

生
の
断
念　
〈
人
よ
、
動
物
か
ら
の
脱
皮
を
〉 

…
…
…
…
… 

125

一
、
日
本
の
危
機 

…
…
…
…
… 

127

二
、
戦
後
文
学
の
検
証 

…
…
…
…
… 

139

三
、
生
を
断
念
し
た
死
刑
囚
に
つ
い
て 

…
…
…
…
… 

147

四
、
こ
の
「
生
の
断
念
の
時
代
」
に
文
学
は
何
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
か 

…
…
…
…
… 

153

注 

…
…
…
…
… 

159

（
注
１
）
三
冊
の
詩
集
に
つ
い
て
。
最
初
の
詩
篇
「
同
年
の
兵
士
達
へ
」 

…
…
…
…
… 

160

（
注
２
）
詩
篇
「
軍
靴
の
う
た
」、
人
の
怨
念
の
う
た
。
…
…
…
…
… 

164



15 目次

（
注
３
）
詩
篇
「
戦
い
終
ら
ず
」、
愛
す
る
故
の
亡
国
の
う
た
。
…
…
…
…
… 

166

（
注
４
）
詩
篇
「
平
家
蟹
」、
額
の
シ
ワ
の
数
ほ
ど
に
人
を
殺
す
。
で
も
消
え
な
い
眉
間
の
皺
。 

	

…
…
…
…
… 

169

（
注
５
）
詩
篇
「
二
つ
の
魂
」、
広
島
原
爆
で
死
ん
だ
四
歳
の
男
児
が
歌
う
さ
ま
よ
い
の
歌
。 

	

…
…
…
…
… 

172

　
　
　
　

詩
篇
「
戦
争
で
死
ん
だ
姉
」、
み�

ご
も
っ
た
ま
ま
死
ん
だ
姉
。
そ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
に
導
か

れ
て
不
思
議
の
数
々
。
…
…
…
…
… 

175

　
　
　
　

詩
篇
「
原
爆
忌
に
」、
原
爆
投
下
責
任
論
の
原
点
を
探
る
。
…
…
…
…
… 

179

〈
追
記
１
〉
詩
篇
「
鵞
ペ
ン 
︱ 

一�

九
九
九
年
の
た
め
に
」、
予
言
の
詩
。
原
罪
説
に
立
つ
メ
シ
ア

信
仰
を
修
正
す
る
詩
。
…
…
…
…
… 

185

〈
追
記
２
〉
詩
篇
「
む
な
し
い
戦
か
ら
帰
ら
ぬ
友
へ
」、
特
攻
戦
死
者
か
ら
警
告
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。 

	

…
…
…
…
… 

190

扉
原
画　

熊
谷
直
人




